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はじめに「本業務の概要」 

本業務の目的 

（１）見守り支援ネットワークの基本的な考え方 

 住み慣れた地域で支えあい、安心していきいきと暮らせるまち 

日野市の高齢者人口は１人暮らし世帯や高齢者のみ世帯を中心に大きく増加してい

ます。令和７年1月1日時点の高齢者人口は46,640人、高齢化率は24.7％で、高齢者

人口の増加に伴う虚弱や要介護となる恐れのある高齢者の増加、核家族化の進行に伴

う家族による介護機能の低下、都市化傾向の進展による近隣コミュニティの結びつき

の希薄化などを背景に、孤立死のような不幸な事件も起きています。 

高齢者福祉の分野では、特に身近な「地域」で高齢者の生活を支える仕組みづくりが

最重要課題となっており、日野市では、こうした社会的にも孤立しがちな高齢者を地域

での支えあいを通じ見守り、支援する「高齢者見守り支援ネットワーク」の構築によっ

て「安心していきいきと暮らせるまち」づくりに積極的に取り組んでいます。 

 

（２）本報告書の位置付け 

本報告書は、上記の目的を達成するために平成16年度から取り組んできた「日野市

高齢者見守り支援ネットワーク事業」の令和６年度の活動内容をまとめたものです。 

  ※日野市男女別年齢別人口統計、各年1月1日時点のデータを集計
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見守り支援ネットワークを支える人と機関 

日野市の高齢者見守り支援ネットワークの基本型となる「見守り・声かけ」は、以下

の方々の協力を得て実施しています。（基本的な考え方や令和６年度の実績等は12-

14ページ、その他の関連する取組は30-39ページを参照） 
 

（１）ふれあい見守り推進員 

見守りというアンテナを張り、普段の生活の中で気になることを見つ

けたら地域包括支援センターに連絡するボランティアの方々です。 
 一部の方は、特に見守りを希望する高齢者＝「対象高齢者」に対して定

期的に“見守り（様子見）”や“声かけ（玄関先でのご挨拶等）”を行う活

動をしています。 

（２）協力事業所 

「ふれあい見守り推進員」と同じアンテナ役として、地域の商店、事務

所、医療機関等にも協力をお願いしています。 
 業務を通じて高齢者と接する中で、その問題や異変を早期に発見して、

地域包括支援センターに連絡します。 
 

（３）公共公益機関：以下の各機関もそれぞれの方法で地域の高齢者を見守っています。 

日野警察署 日野消防署 日野郵便局 日野環境保全 

    

巡回中などに心配

な高齢者を見守っ

ています。 

防火診断の為の家庭

訪問で心配な高齢者

を見守っています。 

配達時に郵便がポス

トに溜まっていない

か確認しています。 

可燃ごみのごみ出し

確認やごみの個別収

集を行っています。 

 

 

 

アンテナ役となる人や機関の協力による「見守り・声かけ」に対して、高齢者を含め

た地域の多様な人が集まり交流する中で“自然に見守りができている”状態を目指すの

が「ふれあいサロン」です。（基本的な考え方や令和６年度の実績等は15-19ページを

参照） 
 

（４）ふれあいサロン 

ふれあいサロンでは、“いつでも気軽に立ち寄れる「地域のたまり場」”

を合言葉に、地域の有志の方々がスタッフとして高齢者等を温かく迎え

ています。 
 来訪者と日々接するため、様子の変化が分かります。心配な方がいた

ら、その場で声をかけたり、地域包括支援センターに相談したり・相談す

るように勧めたりしています。  
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地域と行政機関とのパイプ役として、様々な取組に関わっているのが地域の民生委

員・児童委員です。 
 

（５）民生委員・児童委員 

民生委員法にもとづいて地域の高齢者からの相談等に応じる役割を委

嘱された方々です。 
 見守り支援ネットワークでは、地域を見守る仲間として「ふれあい見

守り推進員」等の相談相手になったり、地域包括支援センターと連携し

て気になる高齢者への支援策等の検討を行ったりしています。 
 支援策等の検討を行う際の貴重な材料の１つになっている「はつらつ・

あんしん調査」の実施にあたっても多大な協力を得ています。（「はつら

つ・あんしん調査」については 8-11 ページを参照） 

 

 

 

見守り支援ネットワークの構築を行政側からリードするのが以下の機関です。 
 

（６）地域包括支援センター（通称「包括」） 

高齢者の皆さまが住み慣れた地域で安心して生活していただくために

日野市が民間の医療福祉法人等に委託して設置する総合相談窓口です。 
 それぞれの担当地域において、「ふれあい見守り推進員」等の協力者の

登録～連絡の受付～必要な支援策の手配まで全てをとりまとめるほか、

協力者同士の情報交換等の機会となる「地区連絡会」も開催している要

の機関です。（「地区連絡会」については 36-39 ページを参照） 
“何かあったら「包括」へ”と覚えてください！ 

（７）日野市役所高齢福祉課 

高齢者に関する市の施策全般を担う部署です。 
 地域包括支援センターから各地域の活動状況の報告を受けて、ネット

ワーク全体に目を配っています。 
 また、見守り支援ネットワークの作戦本部となる「検討部会」を開催

し、地域包括支援センターとともに地域の情報収集や課題の検討、地域

への働きかけ等を行っています。（「検討部会」については 42-45 ペー

ジ、「検討部会」の中で実施した取組「地域の特徴にあわせた見守り活動

を拡大する方策の検討」については 30-35 ページ参照） 
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これまでの取組 

見守り支援ネットワーク事業は、地域のボランティアの方々等の協力を得ながら、以

下の通り少しずつ活動を広げてきました。 

年度 テーマ 特徴的な取組 

Ｈ16 ○資源・ニーズの把

握 

○モデルシステムの

構築 

・市内の高齢者を対象とした「ふれあい訪問調査」や事業所を対象

とした“連携可能性調査”を実施し、「現在は元気で自立している

が健康面が不安なひとり暮らし高齢者」などの対象となる高齢者

像と具体の支援内容を５つのパターンにとりまとめる 

Ｈ17 
○モデルシステムの

試行・評価 

○事業計画づくり 

・市内４つのモデル地区で 19 人の対象高齢者、30 人のふれあい

見守り推進員とともに“見守り”“声かけ”の支援を試行 

・この成果をもとに、「週１回のさりげない見守り」「月１回程度の

玄関先での声かけ」の活動を全市へ２カ年で展開する計画を作成 

Ｈ18 

○地域展開スタート 

・平成 17 年度に設定した目標に従って市内各地で順次ネットワー

クの立ち上げを行い、市内の半分で活動がスタート 

・立ち上げにあわせて「見守り支援ネットワークフォーラム」を開

催したほか、２回目のふれあい訪問調査も実施（以降毎年実施） 

Ｈ19 
○基本型の全市展開 

○新しい活動の芽生

え 

・平成 18 年度から始まったネットワークの立ち上げが完了し“見

守り”“声かけ”が全市に広がる 

・活動の中から見えてきた課題に対する新たな展開として「百草ふ

れあい協議会」による「ふれあいサロン」の開設を準備 

Ｈ20 
○ネットワークの拡

大 

・「ふれあい交流型」活動を継続的に支援するための要綱を策定 

・５つのパターンの最後の１つ「お世話・お手伝い型」にあたる「ち

ょこっとお手伝いサービス」を新たに立ち上げる 

Ｈ21 
○活動の継続実施 

○新たな活動方針の

検討 

・対象高齢者や見守り推進員の拡充、サロン「よりみちさくら」の

新規開設など既存の活動のフォローアップを実施 

・立ち上げ当初の計画がおおむね実施されたことを受けて、課題の

解消とさらなる活動の充実を目指して新たな活動方針を検討 

Ｈ22 

○ネットワークの次

なる展開 

・既存の活動と並行して、平成 21 年度に検討した新たな活動方針

の１つである「気にかけ運動」の企画検討に着手 

・見守り支援ネットワークのＰＲの一環として、高齢者月間にあわ

せて市役所ホールを会場にパネル展を開催 

H23 
○全市展開から 5 年

の振り返り 

・平成 18 年に“見守り”“声かけ”の全市展開を開始してから 5 年

が経過したのを記念して、これまでの活動の振り返りや今後の展

開を考えるシンポジウムを開催 

H24 
○「気にかけ運動」の

積極的な展開 

○事業ＰＲの展開 

・「気にかけ運動」の展開にあたって、従来の手あげ方式から、こち

ら積極的に地域を訪問して「勉強会」を開催する方法を試行 

・「気にかけ運動」の展開とあわせて、広報ひのや「市民活動フェア」

に参加して、見守り支援ネットワーク全体のＰＲを積極的に展開 

H25 
○調査方法の改善 

○「気にかけ運動」の

継続展開 

・ネットワークの展開を検討する際の基礎資料の 1 つとなっていた

ふれあい訪問調査（はつらつ・あんしん調査）の実施方法を改善 

・「気にかけ運動」の展開を継続しながら、市民活動フェアや「地域

かわら版」にて取組のＰＲを実施 

↗次ページに続く  
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年度 テーマ 特徴的な取組 

Ｈ26 
〇「気にかけ運動」の

一般化と拡大 

・「気にかけ運動」の狙いや基本的な活動イメージをまとめた「気に

かけ運動の手引き」等を作成 

・「手引き」と「チラシ」を用いてより多くの地域へ働きかける 

Ｈ27 

〇10 周年記念シン

ポジウムの開催 

・モデル地区での試行から 10 年が経過することを記念して「見守

り支援ネットワーク 10 周年記念シンポジウム」を開催 

・シンポジウムでは、協力者の方々の労いとこれからの見守り支援

ネットワークを考えるヒントを得るための講演を実施 

Ｈ28 

○モデル地域への気

にかけ運動の展開 

・地域特性を整理した上で選定したモデル地区において「気にかけ

運動」の集中展開を実施 

・見守り支援ネットワークの戦略的な展開や地域からの相談にあた

っての検討材料として、高齢化の状況や集会施設の分布、サロン

活動等の実施状況を整理 

H29 ○気にかけ運動を入口

にした統合型ネット

ワークへの転換検討 

・モデル地区に対する継続的な支援を実施 

・見守り・声かけの基本的な方法を学び、活動目標を立てる勉強会

の開催とそのテキスト「気にかけ運動ワークブック」を作成 

H30 
○統合型ネットワーク

への転換に向けた

具体的取組の検討 

・働きかけの狙いや対象の明確化 

 －市民を対象にした“気にかけ”の意識付け 等 

・メール配信システム等の新たな仕組みの導入の検討 

・既存の取組の見直し、改善の開始 

R1 

(H31) 
○統合型ネットワーク

の実現に向けた検討 

・働きかけの狙いに対応した 3 ステップに基づく戦略的な事業展開 

（特にメール配信システムの導入準備や事業 PR チラシの更新、ふ

れあいサロン体験ツアーなど） 

・地図を使った課題や対応策の検討（「第２層協議体」を意識したプ

ログラムの実践） 

R2 
○メール配信システム

の運用開始 

・メール配信システムの導入・運用開始 

・その他、新型コロナウイルスに対応した活動に対する支援検討 

 － 「地域でささえる・つながる」プロジェクト補助金 等 

R3 

○見守り支援ネットワ

ークの再構築 

・見守り支援ネットワークの位置づけと今後の目標の再定義 

（“地域の高齢者への支援の入口”を拡大・強化する） 

・“相手を特定しない見守り”を行うふれあい見守り推進員の登録

を強化する方策の検討 

R4 ○再構築の方向性を踏

まえたネットワーク

の強化 

・地域の“見守り”に関する説明会の開催 

・ふれあい見守り推進員の手引きの更新 等 

R5 ○ネットワークの強化 

～既に登録・活動して

いる方への働きかけ 

・“地域をまたいだ”ふれあい見守り推進員交流会の開催 

・“町田市みまもりかるた”を活用した見守り方法に関する情報発信 

R6 
○地域の特徴にあわせ

た見守り活動の拡大 

・各包括の取組や見守りに関連した資源の確認 

・地域包括支援センター毎に、地域の中で“見守り”に関連する様々

な活動を組み合わせて見守り活動を拡大するための計画策定 
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第１章「個別の取組の実施支援」 

１－１ 取組の概要 

見守り支援ネットワークは、まず高齢者の生活実態を把握する「はつらつ・あんしん

調査」を通じて必要な支援内容を整理した上で、「見守り・声かけ」を出発点にできる

ことから少しずつ活動を広げてきました。現在、主に実施しているのは以下の４つの取

組です。 

第１章では、これらの取組の概要と令和６年度の実績をまとめます。 

 

▼現在実施している取組 

 

※ この他に、体力低下・怪我・風邪などで普段の生活に困っている方に対して、地域でお手伝い

や生活支援のサービスを行う団体を支援する「互
ご

近
きん

助
じょ

サービスちょこすけ」という事業が令和

4 年度からスタートしています。 

  

例えば、訪問しても 

ドアを開けてくれない方 

健康面で不安を抱える方 

身寄りのないひとり暮らしの方 

家に閉じこもりがちな方 

１人でふさぎ込んでいる方 

より広い範囲の方をより緩やかに支える活動 

→１-２-２ 日常生活を通して 

「見守り・声かけ」 

→１-２-３「ふれあいサロン」 

で楽しく交流 

→１-２-４「メール配信」を通じた“見守り”意識の啓発 

→１-２-１「はつらつあんしん調査」 

で訪問＆生活実態把握 
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１－２ 各取組の実施状況 

１-２-１ はつらつ・あんしん調査 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークの主な対象である市内の高齢者に対して、生活の状況や満

たすべきニーズを把握するために毎年実施しているのが「はつらつ・あんしん調査」で

す。本調査は、①高齢者の生活状況を把握し、②高齢者と直接顔をあわせる機会となり

地域の中で「誰も知らない」高齢者を減らすことができるため、市の高齢福祉施策・地

域福祉力づくりを検討する上で必要不可欠なものとなっています。 

平成16年度に第１回目の調査を実施して以降、２、３年周期で全ての対象者へ全数

調査を継続して実施しています。 

この間には、対象者の増加にともなう負担の軽減や類似調査との重複の解消等を目

的とした改定をしています。令和４年度には調査票の大規模改定を行っており、今回が

新しい調査票を使った２回目の調査（＝１周期が完了）となります。 

 

▼調査の概要 

項目 内  容 

調査対象 

 以下の全てに該当する方 

①当該年度の 4 月 1 日現在、75 歳以上のうち奇数年齢の方 

②介護認定を受けていない方、未申請の方 

③特定の施設に入院・入所等していない方 

④生活保護を受給していない方 

⑤介護予防・生活支援総合事業の対象でない方 

※対象年齢は令和 4 年度より 65 歳以上から 75 歳以上に変更 

調査内容 

 以下の各項目 

①世帯の状況   ⑥からだや生活の事で困っていること等 

②日中の過ごし方  ⑦かかりつけの病院の有無 

③友人・ご近所との交流状況 ⑧今後あると良い活動やサービス 

④携帯電話やパソコンの利用状況 ⑨見守り支援ネットワークへの登録希望 

⑤耳の聞こえで困っていること 

※下線は令和５年度に変更した質問、下線は同年に選択肢を一部変更した質問 

＊令和６年度はボランティアへの関心に関する質問を削除 

調査方法 ・郵送配布／郵送回収 

民生委員 

の訪問 
・郵送による返送が無かった方のお宅を訪問して市への返送を促進 

調査結果 

の提供先 

・民生委員 

・地域包括支援センター 

・UR 都市機構（多摩平の森、高幡台団地の調査結果を提供） 

・日野消防署、日野警察署、日野市関係各課（緊急時の対応の必要性がある場合） 

・梵まちつくり研究所（調査内容の集計結果を提供） 
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（２）取組の実績 

 送付数、回収数は少しずつ増加しており、今回は 8,277 人という多くの方から回

答を得ることができました。回収率は 9 割弱という高い水準を維持しています。 

 高い回収率が維持できているのは、一定期間内に返送がなかった方のお宅を民生

委員が訪問し、返送を促していることが大きな要因になっていると考えられます。 

 世帯構成は、前年度と同様に、男性では「高齢者のみ世帯（夫婦等）」、女性では「子

どもやその家族と同居」が最も多くなっています。 

 日常の交友状況については、友人や近所の方と「週 1 回以上会う」方が最も多く

なっていますが、特に 90 代以上ではその割合が低下し、反対に「交流なし」の割

合が３割弱まで上昇します。これは前年度と概ね同様の傾向となっています。 

 見守り支援の希望については、「はい」の割合が回答者全体で約 1.5 ポイント増加

しています。見守りを希望する方（「はい」）は、「登録済み」の方よりも多く、特

に 90 代以上では両者の差が大きく開いています。 

▼調査票の配布・回収状況 

調査年度 送付数 回収数 回収率 

令和４年度はつらつ・あんしん調査 8,942 人 7,839 人 87.7％ 

令和５年度はつらつ・あんしん調査 9,353 人 8,047 人 86.0％ 

令和６年度はつらつ・あんしん調査 9,559 人 8,277 人 86.6％ 

▼調査結果の概要 

【世帯の状況】 

 
 

【日常の交友状況】 【見守り支援の希望】 
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▼見守り対象を抽出するためのその他の質問項目とその結果 

 からだや生活の事で困っていること等がある方は全体の１割強、このうちひとり

暮らし等の特に支援が必要だと思われる方は約 450 人となっています。 

 現時点で困っていることがない方が多いため、必要な活動やサービスは「特になし」

が最も多くなっていますが、回答者毎のニーズを細かく確認することが重要です。 

 「からだや生活の事で困っていること、不安なこと」 

【困っていること等の有無】 【世帯の状況】 【日中ひとりの状況】 

 

 「耳の聞こえで困っていること」  「かかりつけの病院の有無」 

  

 「今後どのような活動やサービスがあると良いでしょうか」 

  

 

特に支援等が必要 

だと思われる方 

90 代の 

割合が高く 

なる項目 

90 代の割合が低くなる項目 
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 コラム 令和５・６年はつらつ・あんしん調査を活用した分析 

はつらつ・あんしん調査は、個別の調査結果を民生委員や地域包括支援センター

等に提供しているほか、２箇年分の結果を民生委員担当地域毎に集計して、地域毎

の特徴を把握し、対応を検討する材料としても活用しています。 

令和４年度には調査票の大規模改定を行ったことは前述の通りですが、ここでは

改定後の調査項目からどんな新しい情報が得られるかを分析している途中経過を

ご紹介します。 

 ▼ふれあいサロン等が求められている地域 

 問８「今後どのような活動やサービスがあると良いでしょうか」の中で、以下

の選択肢を選んだ方の人数を民生委員担当地域毎に集計しました 
 

 １ 運動・体操が出来る場所：人数が多いほど■色が濃くなっています 

 ４ サロンや話せる場所：人数が多いほど網の目が細かくなっています 

⇒色の濃い地域や網の目が細かい地域＝ふれあいサロン等を求める人が多い

地域の手掛かりを得ることができます 

⇒色が濃いのか、網の目が細かいのかによって、その地域でどのような活動を

求めている人が多いかの手掛かりを得ることができます 
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１-２-２ 「見守り・声かけ」 

（１） 取組の概要 

地域の「ふれあい見守り推進員」「協力事業所」を中心に、地域での「見守り」によ

る異変発見から定期的な安否確認の「声かけ」までを繋げる日野市の高齢者見守り支援

ネットワークの基本型となる取り組みです。 

平成17年度にモデル地区４地区でスタートしてから約20年に渡って、協力者の輪

を広げながら、地域の高齢者の異変発見や安否確認を行っています。 

 

▼取組のイメージ 

 

日常の業務等の中で 

気になる高齢者を見つけた場合に、 

地域包括支援センターに連絡しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「さりげない見守り」をキーワードに  

週に１回程度の「見守り」を行っています 

「お互いが心地よい関係づくり」をキーワードに 

月に１回程度の「声かけ」を行います 

 

  

地域包括支援 

地域包括支援センター 
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（２）取組の実績 

 対象高齢者は、23 人の新規登録があり、２年連続の増加となりました。87 人は

平成 30 年度以来の登録者数です。 

 ふれあい見守り推進員は、令和５年度よりは登録廃止が減少したものの、新規登録

が１名であったため、11 人減の計 154 人となっています。 

 協力事業所については、登録廃止を上回る新規登録があったため、令和３年度以来

の増加となりました。最終的には 2 事業所増の計 453 事業所となっています。 

▼対象高齢者の登録状況 

 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 
いきいき
タウン すずらん かわきた 合計 

R４ 10 人 18 人 3 人 13 人 8 人 2 人 3 人 5 人 3 人 65 人 

R５ 15 人 16 人 9 人 11 人 9 人 1 人 2 人 5 人 3 人 71 人 

R６ 15 人 29 人 12 人 13 人 11 人 1 人 1 人 3 人 2 人 87 人 

増 減 
+0 人 

-0 人 

+14 人 

-1 人 

+5 人 

-2 人 

+2 人 

-0 人 

+2 人 

-0 人 

+0 人 

-0 人 

+0 人 

-1 人 

+0 人 

-2 人 

+0 人 

-1 人 

+23 人 

-7 人 

▼ふれあい見守り推進員の登録状況 

 地域にお住まいの協力者の方々です。地域包括支援センターからの依頼を受けて、

高齢者宅の訪問や、挨拶などの声かけを無理のない範囲で行っています。  
 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 

いきいき
タウン すずらん かわきた 合計 

R４ 18 人 26 人 20 人 32 人 20 人 27 人 7 人 11 人 6 人 167 人 

R５ 19 人 24 人 29 人 23 人 20 人 25 人 10 人 10 人 5 人 165 人 

R６ 15 人 23 人 27 人 23 人 20 人 25 人 9 人 8 人 4 人 154 人 

増 減 
+0 人 

-4 人 

+0 人 

-1 人 

+0 人 

-2 人 

+0 人 

-0 人 

+1 人 

-1 人 

+0 人 

-0 人 

+0 人 

-1 人 

+0 人 

-2 人 

+0 人 

-1 人 

+1 人 

-12 人 

▼協力事業所の登録状況 

 商店、事務所、医療機関等の事業所の方々です。業務を通じて地域の高齢者と接する

中で問題や異変を早期発見した場合に地域包括支援センターへ連絡を行っています。  
 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 

いきいき
タウン すずらん かわきた 市外 合計 

R４ 23 所 93 所 72 所 92 所 42 所 57 所 15 所 34 所 22 所 13 所 463 所

R５ 24 所 92 所 67 所 90 所 41 所 56 所 13 所 33 所 22 所 13 所 451 所

R６ 26 所 93 所 68 所 88 所 41 所 56 所 13 所 32 所 23 所 13 所 453 所

増 減 
+3 所

-1 所

+2 所

-1 所

+1 所

-0 所

+0 所

-2 所

+0 所

-0 所

+2 所

-2 所

+0 所

-0 所

+1 所

-2 所

+2 所

-1 所

+0 所

-0 所

+11 所

-9 所

▼その他の機関との連携状況 

日野警察署、日野消防署、日野郵便局、(株)日野環境保全の４機関にも事業開始当初

から協力をいただいています。 

 

「巡回中の見守り」 
など 

「郵便配達時の 
ポストの確認」など 

「ごみ出し確認」「希望者 
への声かけ収集」など 

「防火診断のための 
家庭訪問」など 
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 コラム 神明地区の新たな取組 

市役所も立地する神明地区では、ここに住むふれあい見守り推進員の有志の方々

が定期的に集まって地域を歩いて回り、気になったことや感じたことを共有する活

動を行っています。（活動を始めた経緯については令和５年度の事業報告書を参照） 

活動を続ける中で、自分達が地域を歩いて回るだけでなく、他の地域住民もお散

歩をするようになれば見守りの目が増え、かつ元気な人が増えるというアイディア

が出てきました。このアイディアを実現するために、令和６年度は“お散歩をした

くなるようなルート”についても話し合いを行っています。 

 ▼“お散歩をしたくなるようなルート”のつくり方 

 チェックポイントになりそうな場所を地図上で確認しました 

 現在は、良いなと思う場所があったら、その場所の写真を携帯電話で撮影して

投稿→オンラインで確認できるようにしています 

 
※ 背景には Google マップを使用  

食品の店おおた 
○喫茶店ができた 

○お店の前にベンチを

置きたい 
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１-２-３ ふれあいサロン 

（１） 取組の概要 

「見守り・声かけ」の活動を展開する中で、「登録を拒否する方や自宅に引きこもり

がちな方への対応が課題」「地域の高齢者が集まれるような場所をつくってはどうか」

といった声が出てきました。 

「ふれあい交流型」の取り組みは、このような声に応えるべく、いつでも気軽に立ち

寄れる「地域のたまり場」となるような場所をつくって、高齢者を含めた地域の多様な

人が集まって交流する中で“自然に見守りができている”状態をつくりあげることを目

指しています。 

平成19年度から、交流の拠点となるような“場所”とその運営を担う“人”の両面

から立ち上げの支援を開始し、平成20年４月に第1号の「百草団地ふれあいサロン」

が正式オープンを迎えました。平成21年度からは、「日野市高齢者見守り支援ネットワ

ークふれあい交流型実施要綱」にもとづき、高齢者のふれあいをテーマにした既存の活

動についても補助金の交付などの支援を行っています。 

 

▼取組のイメージ 

 
  

居心地がいいから、今日も買

い物のついでにちょっと寄

ってみよう。 

最近１人で来ているあの人。今日

も来ていたら、ちょっと話しかけ

てみようかしら。 

色々な人が出入りしていて

楽しそう。家の中にいると

気が滅入るからたまには外

に出てみようか。 

 

空き家・空き部屋・空き店舗など 

○交流を求めている高齢者が話し相手を見つけられる 

○いつも楽しそうな雰囲気で自宅にこもりがちな高齢者が行ってみたくなる 

○趣味の会や地域の活動グループの人たちの活動拠点となる 

自然な見守り・交流 

サロンの利用・参加 

顔見知り関係の構築 

友人関係の構築 

地域の高齢者 

立ち寄り お手伝い 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ等 

立ち寄り 

地域の高齢者 
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（２）取組の実績 

 令和６年度初頭に「いちほ会でんでんハウス（⑬）」「ぷらっとカフェ（⑭）」が新

たにオープンし、市内のサロンが合計 14 箇所に増えました。 

 既存の 12 サロンのうち半数超にあたる 7 箇所で来訪者数が増加しており、「楽し

いサロン（⑥）」と「この街八坂サロン（⑫）」は過去最多の年間来訪者数となりま

した。 

 特に、一昨年度に開設した「この街八坂サロン（⑫）」では、来訪者数、オープン

日数が継続して増加しており、活動がさらに成長している様子がうかがえます。 

 令和６年度に市内のサロンを訪れた人はのべ約 27.8 千人で、前年度からは約 3.8

千人増加しています。その内訳は、新規オープンの 2 サロンの来訪者約 1.8 千人、

既存 12 サロンの増加分約 2 千人です。 

 一方で、５箇所のサロンでは来訪者数が横ばいないし減少しており、「ひだまり

（⑦）」と「アムール（⑩）」はそれぞれ合計 500 人前後の減少となりました。 

 これらのサロンでは、オープン日数こそコロナ以前の水準まで回復しているもの

の、来訪者数の回復は足踏みが続いており、１日あたりの来訪者数が 10 人/日前

後にとどまっています。こうした傾向は、民家を利用して活動するサロンに多く見

られます。 

 ３月には、各サロンの活動状況に関する情報交換と、サロン活動の中で見守りを行

う方法に関する話合いを狙いとしたサロン交流会を開催しました。 

 

▼ふれあいサロンの位置 

 

※丸番号はふれあいサロンとして支援を開始した順番を表す 
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▼ふれあい交流拠点の活動状況 

 週４日以上のオープンなど高齢者の集まりやすさに対する配慮を求める。主に新

規に高齢者の居場所づくりに取り組む場合を想定。 
 

 ①百草団地ふれあいサロン 

（平成 20 年 4 月開設） 

②談話室ひなたぼっこ 

（平成 19 年 4 月移転） 

（平成 20 年度より支援開始） 

③南平ふれあいサロン 

（平成 20 年度から支援開始） 
＊開設は平成13年11月、平成23年

7月にはリニューアルを実施している 
場
所 

百草 999  

百草団地 281 号棟 116 番 
大坂上 4-20-18 1 階 南平 7-16-14 

活
動 

活動頻度：週 4～5 日 

ｵｰﾌﾟﾝ日：242 日 

来訪者：のべ 6,192 人 

頻 度：週 3～4 日 

日 数：192 日 

来訪者：のべ 1,508 人 

活動頻度：週 4 日 

ｵｰﾌﾟﾝ日：195 日 

来訪者：のべ 2,174 人 

 

   
 

 ④よりみちさくら 

（平成 21 年 6 月開設） 

⑦平山ふれあいサロンひだまり 

（平成 28 年 4 月開設） 
⑧平山ふれあいサロンソレイユ 

（平成 28 年 7 月開設） 

場
所 

多摩平 2-6-1 

多摩平の森さくら集会所内 
平山 2-7-1 平山 3-12-1 

活
動 

活動頻度：週 4 日 

ｵｰﾌﾟﾝ日：196 日 

来訪者：のべ 1,905 人 

頻 度：週 4 日 

日 数：178 日 

来訪者：のべ 1,603 人 

頻 度：週 4 日 

日 数：194 日 

来訪者：のべ 3,549 人 

 

   
 

 

 

 

 

※ 各サロンの丸番号は支援

開始の順番を表す（16

ページの図と対応）／支

援開始の時期はサロン名

称の下に「支援開始」ま

たは「開設」年月を記載

する  

 ⑪明星地区つながりの家アムール 

（平成 30 年 4 月開設） 

⑬いちほ会でんでんハウス 

（令和６年 4 月開設） 
場
所 

程久保 2-6-14 大坂上 3-21-20 

活
動 

頻 度：週 4 日 

日 数：約 236 日 

来訪者：のべ 1,785 人 

頻 度：週 4 日 

日 数：116 日 

来訪者：のべ 814 人 
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▼ふれあい交流活動の活動状況 

 ふれあい交流拠点の基準には満たないが、自主的な運営により高齢者の交流の場

として機能しているような既存の活動を想定。 
 

 ⑤南新井ふれあいサロン 

（平成 22 年 7 月開設） 

⑥楽しいサロン 

（平成 24 年 1 月開設） 

（平成 25 年度より支援開始） 

⑨ふれあいサロン万願荘 

（平成 29 年 6 月開設） 

場
所 

新井 650-2 
東平山 1-7-9 

平山住宅 9 号棟 1 階 

日野 844-7 

万願荘地区センター 

活
動 

頻 度：週 3 日 

日 数：145 日 

来訪者：のべ 1,757 人 

頻 度：週 1～2 日 

日 数：122 日 

来訪者：のべ 1,607 人 

頻 度：週 1 日 

日 数：59 日 

来訪者：のべ 888 人 

 

   
 

 ⑩お茶にこんね 

（平成 29 年 7 月開設） 
⑫この街八坂サロン 

（令和４年 4 月開設） 

⑭ぷらっとカフェ 

（令和６年 4 月開設） 

場
所 

東豊田 1-29-4 
南平 4-8-6 

南平地区センター 

日野市南平 2－61－28 

ゆたか荘 102 

活
動 

頻 度：週 1 日 

日 数：50 日 

来訪者：のべ 726 人 

頻 度：週 3 日 

日 数：143 日 

来訪者：2,343 人 

頻 度：週 2 日 

日 数：96 日 

来訪者：のべ 990 人 

 

   
 

※ 各サロンの丸番号は支援開始の順番を表す（16 ページの図と対応） 

支援開始の時期はサロン名称の下に「支援開始」または「開設」年月を記載する 
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▼介護予防活動団体＆サロン交流会 

 ふれあいサロン（高齢福祉課事業）と介護予防活動団体（社会福祉協議会事業）が

集まって活動や団体の壁を超えて情報交換や交流を行う会合を開催しました。 

 当日は、まず「百草団地ふれあいサロン」の紹介動画を使ってふれあいサロンの雰

囲気や活動の様子を伝える時間を設けました。 

 その後、テーブル毎に自分達の活動を互いに紹介しあい、交流を深めながら活動で

工夫しているポイントについて踏み込んだ情報交換を行いました。 
 

開催日時 令和７年３月 27 日（木）13：30-15：00 

開催場所 中央福祉センター集会室 

参加者 
＜ふれあいサロン・介護予防活動団体関係者＞：26 名 

＜事務局＞：日野市、日野市社会福祉協議会、委託事業者 

プログラム 

１．開会 

２．サロン紹介 

・百草団地ふれあいサロン紹介動画鑑賞 

・質疑応答 

３．情報交換・交流タイム 

・グループトーク 「自己紹介・団体の活動紹介・団体の一押しポイント」 

   「工夫してきたこと、今後自分達で工夫できること」 

・グループ発表 

４．連絡事項 

・日野市高齢福祉課より 

・社会福祉協議会より 

 

  
サロンの立地や外観の紹介（「百草団地ふれあいサロン」の紹介動画より） 

  
サロン内部の様子や活動状況の紹介（「百草団地ふれあいサロン」の紹介動画より） 
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１-２-４ 見守りメール配信 

（１） 取組の概要 

日野市では認知症の高齢者が行方不明になった際に、対象の方の情報をメールで発

信して早期の発見・保護につなげる「行方不明者情報メール配信サービス」を行ってい

ます。見守り支援ネットワークでは、この登録者に対して、見守りのコツ等の情報発信

を行っています。「ふれあい見守り推進員」等よりも簡単に登録ができる仕組みを通じ

て、地域の見守りに関する意識啓発が狙いです。 

実際のメールの配信は令和２年度から始まっています。 

 

▼「メール配信」のイメージ 

 

※メール配信には、日野市行方不明者情報メール配信サービスと同一のシステムを活用して

いるため、メール登録者には見守り関連情報の他に、行方不明者情報も届きます。（どちら

かのサービスの受取を拒否している方を除く） 
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（２）取組の実績 

令和６年度は、以下の合計2通のメールを配信しました。 

前年度にも取り上げた熱中症対策については、夏本番だけでなく暑さに慣れる前の

時期にも注意喚起を行いました。メールには、周りの方にも情報提供がしやすいように

印刷・配布ができるチラシを添付しています。 

メールの最後には、見守り支援ネットワークの案内や、取り上げて欲しいテーマ等を

投稿できるWEBフォームのリンクを掲載しています。 

 

▼メールの内容と配信スケジュール 

日程 テーマ 内容 

7/5 号 
梅雨時期も注意が必要！ 

今から始める熱中症予防！ 

・熱中症とは 

・梅雨の時期も注意が必要な理由 

・熱中症の予防方法 

※熱中症予防のポイントを示すチラシの添付 

8/6 号 

夏本番！ 

危険な暑さから自分と周りの 

人の命を守りましょう！ 

・熱中症対策の基本 

・要注意の症状と症状が出た場合の応急処置 

・周りの方への注意喚起のお願い 

※注意喚起に活用できる「声かけ用チラシ」の貼付 

準備中 

「ふれあいサロン」の紹介① 

～この街八坂サロン 

・サロンの立地 

・サロンの活動紹介 

・地域の方へのメッセージ 

「ふれあいサロン」の紹介② 

～百草団地ふれあいサロン 
（同上） 
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▼見守りメール配信 2024.07.05 号の概要 

配信時期 令和６年 7 月 5 日 

件  名 【見守り関連情報】梅雨時期も注意が必要！ 今から始める熱中症予防！ 

 

▼見守りメール配信 2024.07.05 号の内容 

 

梅雨時期も注意が必要！今から始める熱中症予防！ 

 

＝＝熱中症とは 

体温調節ができず体に熱がこもった状態で、時には死につながることもあるため注意が必要

です 

＝＝梅雨の時期も注意が必要なのはなぜ？ 

なぜなら梅雨時は… 

×湿度が高く汗が蒸発しにくいため体に熱がこもりやすい 

×まだ体が暑さに慣れていないため上手に汗をかくことができない 

＝＝熱中症予防を実践しましょう！ 

①暑さを避ける：エアコンや扇風機で室温を下げる、外出時は帽子や日傘、日陰を利用して

直射日光を防ぐ、通気性の良い服・吸湿性・速乾性のある服を選ぶ 

②体調を整える：こまめに水分・塩分を補給する、十分な睡眠とバランスの良い食事をとる 

③気温や湿度をチェックする：暑さ指数と熱中症警戒アラート（環境省）／日野市の熱中症

情報 

https://www.wbgt.env.go.jp/alert.php ／ https://tenki.jp/heatstroke/3/16/4410/13212/ 

 
熱中症予防のチラシを作成したので参考にしてください。 

https://r18.smp.ne.jp/file/8bJ4Ba88iM4746mgii5jlabF/f003639398 

 

【注意】めまいや立ちくらみなど熱中症が疑われる症状が出たら、すぐに「体を冷やす」「水

分補給」「涼しい場所へ移動」の対策を！ 

 

＝＝お知らせ等＝＝＝ 

★見守り活動の担い手を募集しています（見守り支援ネットワークのご案内） 

https://www.city.hino.lg.jp/fukushi/kourei/torikumi/1003577.html 

 

************************************* 

日野市役所 健康福祉部 高齢福祉課 

在宅支援係 

************************************* 

★見守り関連情報の配信停止はこちら 

https://r18.smp.ne.jp/o/Pg/18137874/aIH7k56bKDD9/out?stop=lioh 
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▼熱中症予防のチラシのイメージ 
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▼見守りメール配信 2024.08.06 号の概要 

配信時期 令和６年 8 月 6 日 

内  容 【見守り関連情報】夏本番！危険な暑さから自分と周りの人の命を守りましょう！ 

 

▼見守りメール配信 2024.08.06 号の内容 

 

  

夏本番！危険な暑さから自分と周りの人の命を守りましょう！ 

 

熱中症により年間千人以上が亡くなっています 

＝＝基本の対応は…「涼しい場所に避難」 

①エアコンを使いましょう！ 

②外出時は市内の涼み処「クールスポット」「クーリングシェルター」へ 

https://www.city.hino.lg.jp/fukushi/kourei/torikumi/1024575.html 

https://www.city.hino.lg.jp/kurashi/kankyo/1026638/1027110.html 

＝＝こんな時は一刻も早い対応を！ 

めまいや立ちくらみなど熱中症が疑われる症状が出たら、すぐに「体を冷やす」「水分補給」

「涼しい場所へ移動」の対策を！ 

自力で水が飲めない、応答がおかしい時は、ためらわずに救急車を呼びましょう！ 

 

【お願い】周りの人にも声をかけましょう！ 

特に、高齢者、乳幼児等の熱中症にかかりやすい方の状況を確認して、エアコンをつけてい

なかったらエアコンの使用を促してください 

★声かけ用のチラシはこちら 

⇒https://r18.smp.ne.jp/file/j1mndi8EJsA641LnJb53mdA7/f003660003 

★危険な日・時間帯を知るのはこちら（お隣の八王子市の情報です） 

⇒https://www.wbgt.env.go.jp/graph_ref_td.php?region=03&prefecture=44&point

=44112&refId=1 

 

＝＝お知らせ等＝＝＝ 

★見守り活動の担い手を募集しています（見守り支援ネットワークのご案内） 

⇒https://www.city.hino.lg.jp/fukushi/kourei/torikumi/1003577.html 

★他に取り上げて欲しいテーマがある方はこちらまで（ご意見ご感想も募集中） 

⇒https://forms.gle/tfDUqNqcyMsN9YDR7（WEB フォーム） 

⇒FAX：042-583-4198 

 

************************************* 

日野市役所 健康福祉部 高齢福祉課 

在宅支援係 

************************************* 

★見守り関連情報の配信停止はこちら 

https://r18.smp.ne.jp/o/Pg/23253437/Bh4p9GH7ci0D/out?stop=lioh 
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▼「声かけ用のチラシ」のイメージ 
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１－３ 令和６年度の取組の達成状況と令和７年度の対応案 

1-2-1から1-2-4の取組毎に令和６年度の成果と課題、今後の対応案を以下の通り

整理しました。 

▼はつらつ・あんしん調査の成果・課題・対応案 

成果 

・9,559 人の対象者に調査票を配布して、8,277 人という多くの方から回答を得るこ

とができた。 

・今回も回収率は 9 割弱という高い水準を維持しており、市内の高齢者の生活実態を把

握する有効な方法となっている。 

・調査票を配布するタイミングにあわせて、市報にて「はつらつ・あんしん調査」に関

する情報発信を行った。 

課題 

・調査票の大規模改定を行ってから２回目の調査だが、一部の調査項目の見直しを行っ

ている。 

・今回でようやく１周期分の調査結果が出揃ったところであり、地域別の分析はこれか

ら行うことになる。 

対応案 

・今後も安定的・継続的に調査ができるように、他に見直しを行うべき調査項目がない

かを確認して調査票の決定版を作成します。 

・１周期分＝2 万人弱の調査結果を用いて、見守り事業の今回回収した回答の傾向を分

析し、質問の一部変更を踏まえた見守り事業により役立つ情報の整理を行います。 

 

 

▼「見守り・声かけ」の成果・課題・対応案 

成果 

・令和５年度に引き続き多くの対象高齢者を新たに登録することができた。 

・協力事業所も多くの新規登録があったため増加となっている。 

・地区連絡会では、ふれあい見守り推進員等が実施している／これから始めようとして

いる活動のサポートも行った（2-2-2）。こうした取組を通じて、地域の創意工夫によ

りどんどん活動を発展させる神明地域のような例も生まれている。 

課題 

・ふれあい見守り推進員については、前年度に比べて登録廃止の数は減少したものの、

新規登録が１名であったため、合計 11 人の減少となっている。 

・また、説明会、交流会を開催した過去２箇年と比べて“相手を特定しない見守り”等

の活動内容に関する情報提供を行う機会も減少した。 

・対象高齢者の登録者数が大きく増加する一方、はつらつ・あんしん調査では見守りを

希望する方の割合も増加しており、高齢者のニーズに対応し切れていない様子が窺え

る。 

対応案 

・2-2-1 でまとめた計画にもとづいて、地域毎にふれあい見守り推進員や協力事業所を

はじめとする様々な活動を組み合わせて見守り支援ネットワークの拡大を図ります。 

・ふれあい見守り推進員の新規登録やコンビニ等の協力事業所との連携強化を計画して

いる地域はこれを推進するとともに、その他の取組を優先する地域においてもこうし

た計画に関する情報提供を通じてふれあい見守り推進員等に対する支援を図ります。 

・見守りを希望する高齢者等については、まず対象高齢者への登録を積極的に働きかけ

ることを想定します。対象高齢者への登録につながらない（１対１の見守りを希望し

ない）場合や、ふれあい見守り推進員の登録が少ない地域では、上記の計画と連携し

たその他の見守り方法を検討します。 
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▼ふれあいサロンの成果・課題・対応案 

成果 

・新たに２つのサロンが増えて全 14 箇所で地域の高齢者を迎える体制となった。 

・1 年間の来訪者は 14 サロン合計でのべ約 27.8 千人まで増加し、地域の貴重な交流

の場となっている。 

・過去最多の来訪者数を記録した 2 サロンや、一昨年度に開設した「この街八坂サロン

（⑫）」をはじめ、過半数のサロンで利用者が増加している。 

・新たに「百草団地ふれあいサロン」の紹介動画を作成し、毎年開催しているサロン交

流会で上映したところ好評を得ることができた。 

課題 

・2 サロンが開設して以降、立ち上げ希望の問合せはないため、令和７年度は新規開設

がゼロになる可能性がある。 

・各サロンともオープン日数はコロナ以前の水準まで回復している一方、来訪者数が思

うように回復しないサロンや、前年度よりも減少しているサロンがある。 

・こうした傾向は民家を利用して活動するサロンに多く見られるため、空店舗や集会所

等と比べて１室が狭く、かつ外から様子を確認しづらいといった環境が地域の高齢者

の足が遠のく要因になっていることが推察される。また、来訪者が少ないために口コ

ミが広がらない、再訪したいと思いづらいという悪循環が生まれている恐れもある。 

・ふれあいサロンの立地には地域的な偏りがあり、まだサロンがない地域や、サロンが

少なくかつ交流が少ない地域も存在する。 

対応案 

・来訪者数が思うように回復していないサロンの集客を助けるため、民家を利用して活

動するサロンを中心にした交流会や積極的な情報発信を行います。 

・情報発信は、サロンの様子を紹介するチラシや動画を作成して行うこととし、特に動

画については「これからサロンを始めたい」という人が新たに出てくるような内容を

検討します。 

 

 

▼見守りメール配信の成果・課題・対応案 

成果 

・昨年度に続き、季節の変わり目に起こりやすい高齢者の体調トラブル（熱中症）に関

する注意喚起を行うメールを配信した。 

・別途作成した「ふれあいサロン」の紹介動画を配信する準備を行った。 

課題 

・見守りメール配信では、一昨年度より「見守りワンポイントアドバイス」と題して見

守りのコツに関する情報発信を行ってきたが、昨年度までに一通りの内容を配信した

後、新しいコンテンツをうまく用意することができなかった。 

・「ふれあいサロン」の紹介動画については仕上げに時間がかかり適切なタイミングで情

報発信することができなかった。 

対応案 

・令和７年度は、以下のような内容で情報発信の充実化を図ります。 

－令和６年度にまとめた計画にもとづいて各地域で見守り支援ネットワークの拡大を

図ることから（2-2-1）、これにあわせて市内の見守り活動等の紹介を行う 

－熱中症に続く季節にあわせた情報発信として、その他の高齢者の体調トラブル等に

関する注意喚起を行う 

－その他、はつらつ・あんしん調査の結果の紹介や市内イベントの告知等を行う 

・見守り活動の紹介を行う際には、関連する「見守りワンポイントアドバイス」の内容

を添えて見守りのコツを再確認できるようにすることも検討します。 





 

29 

第２章「より良いネットワークの構築支援」 

２－１ 取組の概要 

見守り支援ネットワークでは、前章で報告した各取組の実行・改善や、平成22年度

より企画検討をはじめた“気にかけ”運動のさらなる周知・普及、見守り支援ネットワ

ーク全体に関する市民啓発など、地域の中で高齢者を見守り、支える仕組みや体制づく

りに取り組んできました。 

近年は、対象高齢者やふれあい見守り推進員等の協力者の減少が続いている状況を

踏まえて、“見守り支援ネットワークの再構築”に取り組んでおり、『“相手を特定しな

い見守り”を行うふれあい見守り推進員の登録を強化する』取組を進めています。 

過去２箇年は、ふれあい見守り推進員に登録してくれそうな方、登録済みの方を対象

に“相手を特定しない見守り”を中心とするふれあい見守り推進員の活動を学ぶ機会を

設けてネットワークの拡大や強化を図りました。 

令和6年度は、「ふれあい見守り推進員」以外にも「ふれあいサロン」や「ちょこす

け」のように交流やお手伝いを通じて“見守り”が行われている活動があることから、

こうした活動もネットワークの一員であることを改めて確認し、様々な活動を組み合

わせて見守りの網の目を細かくする方策について検討しました。 

 

▼登録数の推移【参考】 
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２－２ 各取組の実施状況 

２-２-１ 地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大する方策の検討 

（１）取組の概要 

「見守り支援ネットワーク検討部会」（3-2-1）において、下図の順番で検討を進め、

最終的には地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大する方策について、地域包括支援

センター毎に計画をまとめました。 

令和７年度以降は、ここでまとめた計画にもとづいて、ふれあい見守り推進員や協力

事業所といった協力者の登録に限定しない取組をこれまで以上に増やしていく予定で

す。 

 

▼実施内容 
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（２）取組の実績 

ここでは前ページに示す①～③の内容毎に取り組んだ成果を掲載します。 

 

▼①方向性を再確認する 

 見守り支援ネットワークの狙いとメインターゲットを以下の通り確認しました。 

 

 
 

 見守り支援ネットワークを拡充する方法として、下記のような“見守り”の要素を

持った様々な活動を組み合わせるという方針を確認しました。 

 

 

ふれあい見守り推進員

認知症サポーター

ふれあい見守り推進員
（１対１の見守り）

（チームでのまち歩き）等

散歩・犬の散歩

（わんわん見守り等）

体操等健康づくりグループ

趣味の活動等のサロン活動

ふれあいサロン

ちょこすけ
自治会活動

老人会活動

積極的な見守り
既にやっている／もっとやりたい

人たちの力を借りる

個人でも

団体でも

緩やかな見守り
見守りに関心がある人に

負担感なく活動してもらう

ついでの見守り
日々の生活や他の活動

の中に見守り要素を加える
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▼②各包括の取組や見守りに関連した資源を確認する 

 はじめに地図上で“見守り”の要素を持った活動がどこにどれだけあるのか確認し

た後に、見守り関連資源（“見守り”の要素を持った活動等）やその活動状況、地

域の高齢化の状況等を包括毎・地域毎に一覧表にまとめました。 

 

 

①見守り関連資源（前回作業のまとめ） ②見守り関連資源（民生委員等） ③地域の現状

共通
・

広域

●平山わの会
：西平山からも、学生も児童館も多彩な人材が集まっている
：縁日や花火を実施している

・ちょこ助（ペイフォワード、川北地域コミニティ協議会）
※いきいきタウンとかわきたで、コミュニティ協議会の代表（自
治会の会長達）とと情報交換会を開催した
・民生委員・見守り推進員・協力事業所

・超高齢化社会
○ちょこ助は連絡＋支援で見守り以上の存在（「こんな人
がいた」の連絡をくれたり、地域の中でつなぎ役を担ったり
してくれている）
×ちょこ助に頼めない人が心配（認知症等）

地域Ａ

＞東平山
●親和会(老人会）
〇東宮下自治会・西宮下自治会・東平山武蔵台自治会
〇イーストハイム豊田社宅自治会
●東宮下みんなの広場（火曜日AM）
●川北城地域コミュニティ協議会（東平山2～3丁目）
〇ペｲ・フォワード（東平山2~3丁目）

東平山2～3丁目
・渋谷いづみ民生委員：地域住民から相談
・関田利幸民生委員：地域のちょこ助に登録、運動指導員と
して登録
・村野見守り推進員；地域の見守り、ちょこ助に登録、サロンを
つくりたいと言っている

・農地の減少、担い手がいない。
・区画整理による住民の移動
×すぐに玄関を開けてくれるような風通しの良い地域だ
が、一斉に高齢化が進み、空き家も増えている
△親和会が元気だが、入っていない人の行き場がない
×東宮下地区センターは老人会以外の人が使いづらく、
西平山の方が行きやすいという人も多い→結果として平山
交流センターに行くしかないがここまで来られない方もいる
×自治会を抜けた人は地域のイベントに行きづらい
△西宮下自治会のちょこ助は、チラシ等もまだきちんとし
たものがなく、平山困りごと～のようには安心して任せられ
ない

地域Ｂ

＞平山（平地）
●長生会（老人会平山5丁目）
〇沢村自治会・中村自治会・東喜多村自治会・北村自治
会
〇川南第一自治会（平山５丁目）
〇・麦の会（老人会平山４丁目）
〇沢田自治会・都営平山４丁目アパート自治会
　・都営平山自治会（活発／前田会長とつながっている）
●ぬくもりテラス（第３月曜日）w/すずらん
●サロン／トマト会（水曜日、お茶会）⇒現在休止
〇ペイ・フォワード（平山４～５丁目）

平山5丁目
・秋間孝江民生委員：地域住民から相談受付、情報提供
平山4丁目
・和田美都子民生委員：地域住民から相談
・有村貴子民生委員：地域住民から相談
・栗原見守り推進員：地域の見守り

・見守り推進員が不在のため、民生委員との連携し地域
を見守ることができない。
・区画整理でバラバラになった地域、特にその中にぽつん
と入った人を繋げることが必要（できあがった大きなところ
に入るのは大変）
・サロン活動：地域で集まる場所が少ない。
・平山4丁目・5丁目は水害に合う可能性が高い地域
・平山4-18-1の都営住宅の建て替えに伴い、11月入居
開始のため、「トマトの会」は休止。住民の移動

地域Ｃ

＞平山（丘陵）
●さつき会（平山1～3）
〇平山１丁目自治会・京王平山住宅地２丁目自治会
　平山３丁目自治会・下村自治会・京王平山ガーデン平山
組合
●ちょこ助／京王平山困りごとお助けクラブ（平山1～3）
●サロン／ソレイユ（火～金）・●サロン／ひだまり（月～水、金）

〇久保山自治会・川南第2自治会・平山苑自治会
　さつき会自治会（平山６丁目）
●サロン・体操／平山苑（月~水,金）水は体操&予防教室
〇ペｲ・フォワード（平山６丁目）
○平山まちづくり協議会：川崎さん、地区外からも参加あり
○旧平山台小では花火を実施（若い人も来る）

平山2丁目
・田辺幸子民生委員：地域住民から相談
・織田見守り推進員：地域の見守り、サロンスタップ
平山3丁目
・大橋佳代子民生委員：地域住民から相談
平山1丁目
・古川信之民生委員：地域住民から相談、ちょこ助登録
平山6丁目
・小林律民生委員：地域住民から相談
・渡辺見守り推進員・地野見守り推進員・本多見守り推進員・
・住濱見守り推進員・早川見守り推進員・石橋見守り推進員・
地域の見守り、サロンのスタップ/気にかけ運動のメンバー

・平山2丁目は高齢化率50％で若い世代がいない。
・平山6丁目は丘陵地帯で、土砂崩れなど逃げる場所が
ない。
×６丁目は心配、警戒心が強く包括の訪問にも出てきてく
れない方が多い
×外出困難な方が多い、ハンディキャブの予約が取りづ
らい



 
 
 

33 

 

 

▼③地域の中でネットワークを広げる方策を検討する_1／2 

 見守り関連資源（“見守り”の要素を持った活動等）やその活動状況、地域の高齢

化の状況等を踏まえて、各地域で、あるいは包括担当地域全体または日野市全体で

必要な取り組み、できたら良い取組を検討しました。 

 下表は検討した取組（案）を既存の取組等と関連付けて整理したものです。 
 

大分野 小分類 今後の取組（案） 

サロン・ 

集いの場 

の立ち上げ 

基本的な方向性 

 地域のふれあいサロンなど交流出来る場所作り【いき】 

 老人会や自治会に未加入の方々の状況確認を含み地域の方々が集える場作り【かわ】 

 地域全体で 1 箇所集まる場所をつくる（地区センターあり）【もぐ】 

 多世代・複数領域で集える場作り【かわ】 

具体的な場所 
 新町交流センターを使った集いの場、マルシェ等を立ち上げる【せせ】 

 トムの家（喫茶店）を活用できないか【すず】 

具体的な方法 

 戸建てに住む高齢者の集いの場作り（第７公園の盆踊りやラジオ体操との連携等）【すて】 

 ふれあいホールや地域の公園等で行われている活動を中心に集いの場ができると良い【せせ】 

 新しいグループの立ち上げに向けて、人があつまるきっかけとなるスマホ講座の開催【もぐ】 

 ウォーキング（歩き方）教室の開催【すて】 

個人の協力

者の獲得／

連携の強化 

推進員の新規獲

得 

 見守り推進員を増やすための活動（若い世代の方への周知等、親の介護を経験した方、コロナで

ボランティア活動がストップした方等）【あい】 

登録済の推進員

の活動の後押し 

 （抱っこボランティアの周知、）一対一の見守り活動のフォローをする【もぐ】 

 見守り推進員が多いので、チーム分けして活動してもらう【すて】 

 神明見守り隊の活動を引き続き支援する【せせ】 

推進員以外の協

力者の獲得 

 わんわん見守り隊設立（ペットクリニックの協力を得る）【すて】 

 停滞しているわんわん見守り隊の活動、活動地域の拡大【あい】 

 浅川リバーハウスを中心とした認知症の方の見守りグループの結成【かわ】 

民生委員・元民

生委員との連携

強化 

 民生委員さんとのつながりが希薄になっているので民生委員さんと連携を取っていく【あさ】 

 元民生委員が地域の情報を沢山持っているので協力してもらえるよう働きかけ【すて】 

 元民生委員さんなど地域の中で人脈が豊富な方とのつながりを維持する【せせらぎ】 

地縁団体・ 

活動団体等 

との連携 

ふれあいサロ

ン・その他のサ

ロン活動等の活

動支援 

 ふれあいサロンなどの継続など次世代の育成【いき】 

 手と手の会、憩い処、互近所おたすけ隊の活動を後方支援する【もぐ】 

 サロン・百草お助け隊・一対一の見守り活動などを後方支援する【もぐ】 

 地区社協の世代交代【すず】 

 活動が活発でないマンションへの啓発活動【すて】 

その他活動団

体・地縁組織と

の連携強化 

 ちょこすけ（ペイ・ホワード、川北地域コミュニティ）と交流を図り情報を得る【かわ】 

 オリーブの会への参加を検討する【もぐ】 

 シニアクラブのイベントへの参加【もぐ】 

 保坂相談協力員の体操教室の状況を把握し、住人の情報収集を行う【かわ】 

新しい団体との

関係構築 

 地域の集まりを主宰する方等に感謝状を出したい【せせ】 

 自主防災組織等の中心人物とつながる【せせ】 

 公園の掃除をしている方とつながる【あい】 

 小学生の交通安全の見守り員（スクールガードナー）に、高齢者の見守りに協力してもらう（⇒

そのためにスクールガードナーの窓口を確認する）【すて】 

 社協傾聴ボランティアとの協力等【あい】 

地域の団体等の

情報収集 
 （現在洗い出しを進めている社会資源と）社会資源を必要とする方に繋げる【あさ】 

民間企業 

との連携等 

コンビニ・店舗

等との連携 

 コンビニは大切な見守りの資源なので、包括のことを知ってもらう【あさ】 

 自然に人が集まる場＝コンビニとの協力体制の見直し（取組の簡単な説明や担当包括の紹介資

料を提供する、シールを貼ってくれない店舗への働きかけ）【すて】 

 買い物等で人が集まる＝目が届く場所がもう少しあると良い（そうしたお店等が協力事業所に

なってくれるとなお良い）【あい】 

その他の民間企

業との連携 

 民間企業とコラボして何かできないか検討する（買い物支援等）【すて】 

 交通安全を題材にした地域での見守り支援や企業（千代田運輸）と協力した活動を検討【もぐ】 

 明星大の介護実習室＠19 号館を地域との交流の場に使うという案が大学から出ている【あさ】 

その他  すてっぷとの連携（包括間の連携）【かわ】 
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▼③地域の中でネットワークを広げる方策を検討する_2／２ 

 前ページに掲載した取組（案）を下敷きに、各包括でさらに以下のような検討を加

えて、最終的に令和７年度に実施する取組とその進め方をまとめました。 

－他の包括から出された取組（案）の中で参考にすべきものはないか 

－全取組の中から特に優先的に進めたいものは何か 

 下表は各包括が選んだ令和７年度に実施する取組を対象や段階別に整理したもの

です。 

－顔つなぎ（実態把握～包括の PR） 

－新規協力者の獲得（推進員等の登録） 

－既存の協力者への働きかけ・サポート（個人、グループ） 

－新たな活動グループの立ち上げ 

 
※ 上図では、１つのテキストボックスが１つの取組を表します。 

テキストボックスの上段には包括略称、包括内の優先順位（丸番号）、具体的な取組の内容を、
下段には進め方の概要を記載しています。下段の記載を省略しているものもあります。 
取組の詳細は右上の吹き出しの通りまとめられています。 

  

 

新たな活動グループの育成 

地域の協力者 

との連携 

外部との連携 
（プログラムの提供） 

既存の協力者への働きかけ_Ｂコンビニ 

既存の協力者への働きかけ_Ａお知らせ 

地域を回って関係を築く、地域情報を把握する 民生委員との情報共有、一緒に動く 

せせ②：マルシェの開催 
→サークル活動を行っている団体に声をかける 

多摩①：ニューロシティカフェ 
多摩②：男の料理教室 いき②：買物支援 

いき③：交流の場づくり 
→推進員さん等と連携 

せせ③：民生委員との連携強化 
→お勧めの会合に出席する 

すて③／推進員・協力事業所との連携強化 
→お便りを配布→どう協力してもらえるか検討する 

すず①：包括を知ってもらう 
→会合に顔を出す、お知らせを回覧する 
かわ②：地域活動（イベント）への参加 
→地域住民の協力体制を把握する 

かわ③：転居の状況把握 
→民生委員・老人会と地域を回る 

推進員等のＰＲ／紹介から登録につなげる 

あい①／わんわん見守りの再開・拡大 
→民生委員等にＰＲしてもらう 

あさ①／推進員の新規登録 
→民生委員に協力者を紹介してもらう 
→地域の集まりに出席する 

あさ②：コンビニとの協力体制構築 
→包括を知ってもらい、活動をお願いする 
すて①：コンビニとの連携強化 
→アルバイトにも役割を理解してもらう 

既存の協力者への働きかけ_Ｃ会合の開催 

もぐ①：交通安全をテーマに地域の取組を検討 
→地区連絡会への働きかけ 
すて②：元民生委員とつながる 
→定期訪問する、懇親会を開催する 

既存の活動グループのサポート 

すず③：南平ふれあいサロンのお客さんの獲得支援 
かわ①：老人会と連携して高齢者の社会参加を促進 
→老人会を把握→働きかけを行う 
すず②：買物支援の拡充 

もぐ②：人が集まれる場をつくる 
→まずはスマホ講座等から 

いき①平山四丁目アパートの地域づくり 
→（血管測定等で）お隣の顔を知るところから 

せせ①：神明地域見守りの支援 
→支援の継続→自立へ 

かわ③：転居の状況把握【再掲】 
→民生委員・老人会と地域を回る 
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 コラム “地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大する”とは 

地域には「ふれあい見守り推進員」以外にも「ふれあいサロン」や「ちょこすけ」

のように交流やお手伝いを通じて“見守り”ができている活動があります。他にも、

活発に活動する自治会や老人会、子どもの登下校を見守るスクールガードナー、地

域の高齢者が通うお店などにも“見守り”の目を持った方がいます。このような各

地域にある様々な活動を組み合わせることで、“見守り”の空白地帯をなくすこと、

より網目の細かいネットワークを構築することが、“地域の特徴にあわせた見守り

活動を拡大する”取組の狙いです。 

近年は、「ふれあい見守り推進員」の“相手を特定しない見守り”の強化等に取

り組んできましたが、この“地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大する”取組は、

「ふれあい見守り推進員」がいない地域での展開も想定しています。その意味で、

“見守り支援ネットワークの再構築”をもう一歩進める取組と言うことができます。 

 ▼進め方のイメージ 

 各地域に“見守り”の要素を持った活動がある＝何らかの方法で見守りができ

ている状態を目指す 

 そのために、まず各地域にどんな人や団体がいるか、どんな場所があるかを確

認し、“見守り”の目が不足する箇所があれば新しい協力者を見つけたり、ま

だ知らない活動とつながったりする取組を進める 

 

※ 吹き出しはイメージを説明するもので、地図の中身を正確に表すものではありません 

  

川沿いは散歩をして 
いる人が多い 

めぼしい人や団体がいない 
⇒ここではこんなやり方が 

良いかも／できるかも 

ここにはふれあい 
サロンがある 

ふれあい見守り推進員 
さんが多い地域 

この地域では自治会 
や老人会等が活発に 

活動している 

このお店には地域の 
高齢者がよく来ている 
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２-２-２ 地域資源に関する情報の収集等 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークでは、地域包括支援センター毎に地区連絡会、相談協力員連

絡会等の会合を開催して、見守りの協力者である民生委員やふれあい見守り推進員と

の情報共有を図っています。 

令和６年度は、2-2-1の方策の検討と並行してこうした地域の会合に参加して、方

策の検討材料となる地域資源に関する情報の収集や、既に活動を始めている／これか

ら始めようとしている新しい見守り活動のサポートに努めました。 

 

▼取組の内容 

開催時期 取組項目 内容 

令和６年 

９月 

もぐさ地区 

地区連絡会 

・市全体の地図を使い、地域の中で高齢者の見守

りに類似する活動を行っている人・団体・場所等

を探したり、見守り活動を行う上で課題となる

事項、できたら良い取組案などを検討したりす

るグループワークを実施 

 

※１ 3 月の豊田圏域合同地区連絡会では、2-2-

1 で検討した令和７年度の活動方針について

情報提供を実施。地図を使ったグループワー

クは行っていない。 

すてっぷ地区 

地区連絡会 

11 月 
せせらぎ地区 

地区連絡会 

令和７年 

3 月 

もぐさ地区 

地区連絡会 

豊田圏域合同 

（すてっぷ・あいりん地区） 

地区連絡会 

2 か月に 1

回程度定期

的に開催 

神明地区 有志による会合 

（せせらぎ地区内） 
（14 ページコラム参照） 
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（２）取組の実績 

連絡会では、大きな地図を使うことを共通事項にしながら、地区毎の課題や見守り活

動の方向性にあわせて民生委員、ふれあい見守り推進員、地域包括支援センターが以下

のような情報交換・意見交換を行いました。 

ここで作成した地図（次ページコラム参照）は2-2-1の検討や実際の見守り活動の

手掛かりとして活用しています。 

 

▼もぐさ地区 地区連絡会 

 道路横断中の高齢者が交通事故死するという悲しい出来事があったことを受

けて、包括担当エリアの危険箇所を点検するワークを実施 

 ワークは包括担当エリアを地域特性に応じて３つに分割した地図（道路や交差

点の位置と主要な施設の名称を強調したもの）の上で実施 

 次回以降は、ここで確認した危険箇所を安全に通行するための方策（見守りほ

か）について検討予定 

  
 

▼すてっぷ地区 地区連絡会 

 検討部会でも実施した「■緩やかな見守り」「■ついでの見守り」「■積極的な

見守り」の３区分で見守りに関連した地域の資源を洗い出すワークを実施 

 ワークは包括担当エリアを３つに分割した地図（建物の名称入り）の上で実施 

 小さな範囲で民生委員さん、ふれあい見守り推進員さんの声を聞くことで、自

治会や登下校の見守りのほか、人が集まるスーパーやコンビニなど検討部会で

作成した地図を大きく上回る様々な資源を確認できた（39 ページ参照） 
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 コラム 地図を使ったグループワーク 

令和６年度は、いくつかの地域で地図を使ったグループワークを実施しました。

過去にも地区連絡会において何度かこうした取組を実施していますが、地図を使っ

たグループワークには以下のようなメリットがあるため、地区連絡会に限らず地域

の中で話合いをする際には効果的な手法です。 

 地図上で具体的な施設名や普段歩いているルートを眺めることで、「そういえ

ば…」「実はここが気になっていた」等を思い出しやすい 

 他の人が発言した「実はここ…」の位置をその場で確認できるため、複数人で

も具体的な話がしやすい 

 出てきた情報や意見をその場で記録しやすく、これを見ながら話をすることで

さらに意見の共有がしやすい 

 会合の度に出てきた意見や情報（例えば、心配な方のお宅、空き家等）を記録

していけば、見守りに必要な情報が蓄積された地図ができる 等 
 
話合いの目的やテーマは、以下に示すように様々な内容を取り上げることです。

その際には、目的やテーマに合わせて用意する地図の内容・大きさ等を変えるとよ

り話合いがしやすくなります。 

 

 ▼危険箇所を収集した地域の例【もぐさ地区＞百草･程久保、川崎街道北】 

 
※ 背景には Google マップを使用  
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 ▼見守り資源を収集した地域の例【すてっぷ地区＞旭が丘】 

  
※ 背景には住宅地図を使用 

 

 ▼地域のお散歩ルートの目的地候補を収集した地域の例【せせらぎ地区＞神明】 

  
※ 背景には Google マップを使用  
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２－３ 令和６年度の取組の達成状況と令和７年度の対応案 

各取組の実施状況を踏まえて令和６年度の成果と課題、今後の対応案を以下の通り

整理しました。 

▼成果・課題・対応案 

成果 

・地域包括支援センター毎に地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大するための計画を

まとめることができた。 

・また、これまでは地域包括支援センター毎に見守り支援ネットワークの目指す姿やそ

のためのアプローチが異なっていた部分があったが、この計画をまとめたことによっ

て全市で事業を進めていくための共通の基盤をつくることができた。 

・計画をまとめる過程では、各地域の見守り資源等について状況を改めて確認・共有す

ることができた。 

・一部の地域包括支援センターの担当地域では、地域資源に関する情報の収集等を行う

ために地図を使ったグループワークを地区連絡会の中で実施して、ふれあい見守り推

進員や協力事業所等の既存の協力者に対する働きかけも行うことができた。 

課題 

・高齢者人口が増加する一方、ふれあい見守り推進員の登録者は減少しており、見守り

支援ネットワークを拡大することが求められている。 

・また、令和６年度は上記の計画をまとめる作業が中心になったため、これまで実施し

てきたような地域への積極的な働きかけや、前年度の報告書に記載した特典グッズの

提供等の取組を実施することはできなかった。 

・上記の計画についてはニューズレター（3-2-2）で概要を簡単に紹介しているが、説

明や質疑応答をほとんど行っていない状況である。そのため、特に既存の協力者に対

しては、“地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大する”という方針について現在の活

動内容との関連等も含めて丁寧に情報発信を行う必要がある。 

対応案 

・令和６年度にまとめた計画にもとづいて、ふれあい見守り推進員や協力事業所といっ

た既存の協力者の新規登録に限定せず、様々な活動を組み合わせて見守り支援ネット

ワークの拡大を図ります。 

・そのために、計画の進捗管理と必要に応じて各地域包括支援センターの取組のサポー

トを実施します。 

・また、新しい協力者の獲得から既存の協力者への働きかけまで多岐にわたる取組の中

で特に優れた内容を水平展開することで、見守り支援ネットワーク全体の底上げを図

ることも検討します。 

・ふれあい見守り推進員や協力事業所等の既存の協力者に対しては、地区連絡会等の機

会を通じて“地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大する”という方針や具体的な取

組の内容について情報提供を行います。 
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第３章「ネットワーク運営に関するその他の支援」 

３－１ 取組の概要 

「個別の取組の実施支援」（第1章）や「より良いネットワークの構築支援」（第2章）

は、参考となる情報を収集し、関係者の中で検討を行った上で、地域への働きかけ等の

具体的な作業を行うという進め方をしています。 

この作業の中心となるのが、次項で紹介する「見守り支援ネットワーク検討部会」で

す。 

 

▼現在実施している取組 

 
  

作戦本部的な機能を持つ検討部会の開催 

「ニューズレター」による事業 PR の実施 他自治体の先進事例や国、都の動向の検討調査 
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３－２ 各取組の実施状況 

３-２-１ 検討部会の開催 

（１）取組の概要 

「見守り支援ネットワーク検討部会」は、見守り支援ネットワークの作戦本部的な機

能を持つ場として平成26年度に立ち上げた会議です。メンバーは地域包括支援センタ

ーと高齢福祉課で構成し、見守り支援ネットワークの活動方針を検討するほか、各地域

の取組状況の共有などを行っています。 

令和６年度の検討部会は、地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大する方策の検討

（2-2-1）をテーマに開催しました。 

検討部会を開催する際には、事前に地域包括支援センターの担当者へ検討シートを

送付して、各地域の状況の整理や現在及び今後の取組に関する検討を依頼し、これを全

体で共有するという進め方をとっています。 

 

▼実施スケジュール 

開催時期 取組項目 主な内容 

令和６年 

7 月 26 日 

令和６年度第 1 回見守り支援 

ネットワーク検討部会 

○見守り支援ネットワーク事業の方向性につ

いて（方向性の確認） 

○今後の取組について 

－見守りに関連した資源の確認 

10 月 31 日 
令和６年度第２回見守り支援 

ネットワーク検討部会 

○見守りに関する資源と今後の取組について 

－見守りに関連した資源の確認（継続） 

－今後実施してみたい取組の検討 

令和７年 

1 月 29 日 

令和６年度第３回見守り支援 

ネットワーク検討部会 

○見守り支援ネットワークを拡充するための

取組（令和７年度以降の取組）について 

  



 
 
 

43 

 

（２）取組の実績 

令和６年度は、計３回の検討部会を開催し、以下のような検討を行っています。 

▼令和６年度第 1 回見守り支援ネットワーク検討部会 

開催日時 令和 6 年 7 月 26 日（金）9：30-11：30 

開催場所 日野市役所 101 会議室 

参加者 

＜地域包括支援センター＞：9 包括の相談員  計 10 名 

＜その他＞：日野市社会福祉協議会   計 2 名 

＜事務局＞：日野市高齢福祉課、委託事業者 計６名 

プログラム 

０．開会 

【報告事項】 

１．高齢福祉課からの報告（現在までの取組等） 

２．各包括の活動状況 

※各包括の活動状況等の報告は検討２の中で実施 

【検討事項】 

１．見守り支援ネットワーク事業の進め方 

２．本日実施したい作業 

３．その他 

議事概要 

○「ふれあいサロン」や「ちょこすけ」のように交流やお手伝いを通じて“見守り”

が行われている活動もネットワークの一員であるという認識のもと、ふれあい見

守り推進員等の既存の協力者に限定することなく、地域の中で見守りの意識を持

った協力者を増やしていくという方向性を確認した。 

○また、令和６年度はそのために各地域の活動や団体を把握し、こうした情報を手

掛かりにして、地域の特徴にあわせて見守り活動を拡大する方策を検討するとい

う作業の進め方を確認した。 

○その後、各包括の担当地域の地図の上で推進員さんを含む見守りに関連する資源

を洗い出す作業を行い、以下のような資源があることを確認した。 

  

  

 
●緩やかな見守り

／地域の協力者 

○地縁団体：自治会、老人会＋自治会防災会 

○個人：推進員＋その他個人的な協力者 

○公的機関等 

：介護事業者（ケアマネ事務所、小規模多機能） 

：生活支援アドバイザー＠団地、ワーデン＠シルバーピア 

：社協、駅、交番、食堂 等 

●ついでの見守り

／ 地 域 の つ な が

り・各種活動 

○各種のサークル等 

：カフェ／サロン活動 

：ひの筋体操、青空体操、ラジオ体操 

：ウォーキング、わんわん見守り、グラウンドゴルフ 

：イオン de 名画／イオンホール 

○その他の活動：地域清掃 

○サークル活動の活動場所となる施設：地区センター 等 

●積極的な見守り

／見守りを主眼と

する地域の活動 

○１対１の見守り 

○サロン、集いの場（その他のサロン活動） 

○ちょこすけ、買物支援 
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▼令和６年度第 2 回見守り支援ネットワーク検討部会 

開催日時 令和 6 年 10 月 31 日（木）9：30～11：30 

開催場所 日野市役所 101 会議室 

参加者 

＜地域包括支援センター＞：9 包括の相談員  計 10 名 

＜その他＞：日野市社会福祉協議会   計１名 

＜事務局＞：日野市高齢福祉課、委託事業者 計 6 名 

プログラム 

０．開会 

【報告事項】 

１．高齢福祉課からの報告 

２．各包括の活動状況の報告 

※各包括の活動状況等の報告は検討１の中で実施 

【検討事項】 

１．見守りに関する資源の確認と取組の検討 

２．その他 

議事概要 

○まず、事前に各包括に作成を依頼していた以下の項目からなるシートの内容を共

有した。 

－①見守り関連資源（前回作業のまとめ）の追記 

－②見守り関連資源（民生委員等）の記入 

－③地域の現状（①②の活動状況等）の記入 

○その後、共有した内容を踏まえて今後の取組のアイディア等の検討を行い、以下

のようなアイディアを確認した。 

－親の介護の経験者、コロナでボランティア活動が休止した方等に声をかける 

－元民生委員さんなど地域の中で人脈が豊富な方とつながる 

－スクールガードナーやラジオ体操等を行う人・団体とつながる 

－地域の集まりを主宰する方等に感謝状を出したい 

－買い物等で人が集まる場所を増やす／協力事業所に登録してもらう 

－コンビニとの協力体制を再構築する（説明資料等を作成して働きかけ） 

－地域の公園や施設で行われている活動を中心に集いの場をつくる 

－既存の活動団体の代替わりも支援する 等 

○最後に、次回の議題として以下の内容を確認した。 

－当日に出てきたアイディア＝包括の今後の取組候補について精査を行い、令和

７年度の活動計画を取りまとめる 
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▼令和６年度第 3 回見守り支援ネットワーク検討部会 

開催日時 令和 7 年 1 月 29 日（水）9：30-12：00 

開催場所 日野市役所 502 会議室 

参加者 

＜地域包括支援センター＞：9 包括の相談員  計 13 名 

＜その他＞：日野市社会福祉協議会   計１名 

＜事務局＞：日野市高齢福祉課、委託事業者 計６名 

プログラム 

０．開会 

【報告事項】 

１．高齢福祉課からの報告 

２．各包括の活動状況の報告 

※各包括の活動状況等の報告は検討１の中で実施 

【検討事項】 

１．令和７年度の取組の検討 

２．その他 

  －はつらつ・あんしん調査の実施計画 

議事概要 

○まず、各包括の今後の取組（案）を共有し、その取組を効率的に進める方法を検

討、以下の通り整理した。 

 

 
○あわせて、全体に共通するような取組の方向性を以下の通り確認した。 

－実態把握：他所で活動しているような未知の団体を把握する 

－コンビニとの連携強化：どんな形で活動してもらうのが良いかを検討する 

－元／現民生委員との連携：誰がどのようにアプローチするかを調整する 

○最後に、次年度の検討部会の開催スケジュールと議題案を確認した。 
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３-２-２ 事業ＰＲの実施 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークは、社会的にも孤立しがちな高齢者を地域での支えあいを

通じ、見守り、支援することによって「安心していきいきと暮らせるまち」づくりを目

指すものです。こうした支えあいには市民の理解と協力が不可欠であることから、事業

開始当初から「ニューズレター」を作成して、現在の取組内容の報告や市内外の活動の

紹介などを行い、見守り支援活動に関する理解の促進と普及啓発を図っています。 

令和６年度は、この「ニューズレター」を2号作成しました。 

 

▼「ニューズレター」の主な配布場所 

 市役所の窓口、地域包括支援センター 

 地域のスーパーや薬局等の協力事業所 

 

▼事業ＰＲの実施内容 

発行／開催時期 取組項目 内容 

令和６年９月号 ニューズレター第 44 号の作成 
・“見守り”の頼れる協力者 『協力事業所』

をご存じですか？ 

令和７年春号 ニューズレター第 45 号の作成 
・地域の特徴にあわせた“見守り”活動を

もっと増やしていきます！ 
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（２）取組の実績 

ニューズレターでは、令和６年度に実施した説明会やはつらつ・あんしん調査の分析

結果の紹介を中心に、ネットワークの協力者の活動にも触れるような構成としていま

す。 

 

▼ニューズレター第 44 号の概要 

発行時期 令和６年９月 

内  容 

特集「“見守り”の頼れる協力者 『協力事業所』をご存じですか？」 

＜表面／1 ページ＞ 

・リード文 

・【参考】市内の涼み処「クールスポット」 

＜内面／2・3 ページ＞ 

・協力事業所による“見守り”の紹介 

－こんな連絡がありました～こんなところを見守っています 

＜裏面／4 ページ＞ 

・市内の事業所の皆さまへ 

－高齢者の見守りにご連絡とご協力をお願いします（お願い①～③） 

▼ニューズレター第 45 号の概要 

発行時期 令和７年春 

内  容 

特集「地域の特徴にあわせた“見守り”活動をもっと増やしていきます！」 

＜表面／1 ページ＞ 

・リード文 

・令和６年度に行った検討の様子の紹介 

＜内面／2・3 ページ＞ 

・地域の特徴にあわせた“見守り”活動を拡大するイメージ 

－各地域包括支援センターの取組の紹介 

＜裏面／4 ページ＞ 

・３月は出会いと別れの季節です 

－日野市内の１年間の転出入（令和６年の実績） 

－困っていそうな人を見つけた場合のお願い 
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▼ニューズレター第 44 号の内容 
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▼ニューズレター第 45 号の内容 
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３-２-３ 先進事例の検討調査 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークでは、既存の取組の改善や新しい取組の検討を図るにあた

って、参考となる他自治体の先進事例や国、都の動向を調査しています。 

令和６年度は、ふれあい見守り推進員や協力事業所等の協力者の登録とは異なる方

法による“見守り”方策の１つとして、過去にも調査を行った機器を活用した見守りの

事例の追加調査を行いました。 

 

▼先進事例の検討調査の概要 

実施時期 調査項目 調査内容 

令和６年 

4 月～9 月 
機器を活用した見守りの事例 

・機器を活用した見守りの事例を、内容や地

域との関わりの有無等によって分類・整理

を行った 
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（２）取組の実績 

様々な活動を組み合わせて見守りの網の目を細かくするという狙いのもと、「ふれあ

い見守り推進員」（1-2-2）やその他の地域の協力者等による活動（2-2-1）以外の方

策として、機器を使用した見守り事例を収集し、以下の通り整理しました。 

 

▼様々な機器を使用した見守りの事例 

 見守り対象者となる高齢者やその家族が自ら購入して使用するもので、異変の発

見やその後の対応もほとんどが家族内で完結する 

 他にも様々な機器があるほか、専用の機器以外にスマートスピーカーや開閉セン

サー等のスマート家電を活用して見守りを行う事例もある 

 日野市では、ハローライト（電球型のセンサー）の設置助成を行っている 
 

名称等 主な内容 

みまもりほっとライン 

（象印マホービン株式会社） 

・使用状況（給湯、電源を入れる、など）を、指定の時間に指定

の見守る方の連絡先宛にメールで通知する電気ポット 

・空だきや長時間未操作があった場合等にも通知を行う 

まもりこ 

（合同会社ネコリコ） 

・冷蔵庫に設置して、ドアの開閉を検知するセンサー 

・見守る方は専用のアプリで冷蔵庫の開閉日時と検知時点の温

度・湿度を確認することができるほか、一定時間冷蔵庫の開閉

がない場合に通知を受けて異常を把握することができる 

ひとり暮らしのおまもり 

（株式会社日本ビジネス開発） 

・動きを検知する小型のセンサー 

・1 日 1 度は必ず開けるドア（寝室、トイレ、冷蔵庫等）に貼

りつけて、そのドアが一定時間動かなかった時に見守る方へ

アプリ・LINE で異常を通知する（要 Wi-Fi） 

みるモニ 

（有限会社エヌ・エム・エス） 

・テレビを使って日常生活を見守るシステム 

・取り付けたテレビのオンオフや、人感センサー機能で人の動き

を感知して専用のアプリで確認できるようにする 

・熱中症警報やメッセージをテレビに表示することができる 

見守り電池 

（ノバルス株式会社） 

・単三電池型の見守り機器 

・TV やエアコンのリモコン等の単三電池を使用する家電に取

り付けることで、その家電の使用状況を専用の見守る方がア

プリで確認することができるようになる 

みまもり CUBE 

（株式会社ラムロック） 

・Wi-Fiなしでも利用でき、離れて暮らす高齢者の様子の確認や、

徘徊等をメールで知らせるカメラ 

・ライブ映像の確認や、映像に変化があった時／一定時間変化が

なかった時に通知を受けること（オプション）も可能 

HOME ALSOK 

みまもりサポート 

（綜合警備保障株式会社） 

・見守り機器の設置から異変発見した場合の対応（緊急時にはガ

ードマンが現場に急行）までがパッケージになったサービス 

・見守り機器は、メインコントローラーの他に携帯型の緊急通報

機器や各種センサー、位置情報端末等があり 

社会参加のすゝめ【参考】 

（株式会社日立製作所） 

・スマートフォンで社会参加の度合いを測定し、移動ログやラン

クで可視化することで、ユーザーの社会参加を促すアプリ 

・見守り機能「つながる」では、見守る方が社会参加の度合い（歩

数や外出の有無）を確認することができる 
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▼特に行政や公的機関が関わる事例 

 行政が中心となってサービスを構築する事例のほか、上のような機器やサービス

の情報提供を行う事例の大きく２パターンあり 
 

名称等 主な内容 

緊急通報システム 

（実施自治体多数） 

※日野市でもペンダントまたは専

用通報器を貸与しています 

・携帯型または固定型の通報機器を貸与して、急病などの緊急時

に利用者から通報があった場合に駆けつける 

・駆けつけは、地域の協力者が行う事例（岐阜市等）や民間の委

託事業者が行う事例（中野区等）、地域の協力者がいない／対

応できない場合に委託事業者が行う事例（大阪市等）がある 

見守りあんしん電話事業 

（千葉県いすみ市） 

・ひとり暮らしで、安否の確認を必要とする重度身体障がい者を

対象に、以下の装置一式を設置して在宅時の見守りを行う 

－人感センサー、緊急通報装置、火災センター、ヘルスケアサ

ービス（24 時間の電話相談） 

・万が一の時は、24 時間 365 日ガードマンが駆けつける 

いわて“おげんき”みまもりシステム 

（岩手県社協） 

・普段使用している電話機を利用して（電話機の番号を押して）、

高齢者が毎日、自ら「元気」等の自分の状況を発信する 

・発信された情報をもとに安否を確認／必要に応じて見守り協

力者（民生児童委員等）が様子を見に行く等の支援を実施する 

まちなかミマモルメ 

（埼玉県戸田市ほか） 

・発信機を持った対象者が、まちなかに設置されたビーコン受信

機付近を通過すると、アプリまたはメールを通じて通知する 

・阪神電気鉄道株式会社の子会社が提供するサービスで、自治体

単位での導入（受信機の設置）が条件 

見守りサービス登録事業 

（福岡県福岡市） 

・市内で利用可能な民間の見守りサービスの一覧を作成し、市民

に対して情報提供を行っている 

・一覧に登録するサービスは、全国で利用者が 100 件以上ある

ことが条件 
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３－３ 令和６年度の取組の達成状況と令和７年度の対応案 

各取組の実施状況を踏まえて令和６年度の成果と課題、今後の対応案を以下の通り

整理しました。 

▼成果・課題・対応案 

成果 

《検討部会の開催》 

・計 3 回の検討部会を開催した。 

・初めに見守り支援ネットワークの方向性を確認した上で、地域の特徴にあわせた見守

り活動を検討したこと、事前に検討シートの記入を依頼して毎回の会議に臨んだこと

で、各地域包括支援センターの問題意識を反映した密度の高い情報交換や意見交換を

行うことができた。 

《事業 PR の実施》 

・概ね半年の間隔で２通のニューズレターを発行し、市民や既存の協力者に対して“見

守り”に関連した情報発信を行うことができた。 

・特に、夏場の熱中症対策の取組であるクールスポットの協力依頼にあわせて「協力事

業所」の紹介を行った第 44 号については、地域包括支援センターより「協力事業所

を訪問する良いきっかけになった」との評価を得ることができた。 

《先進事例の検討調査》 

・機器を使用した見守りの取組について多様な事例を収集することができた。 

・事例調査の中では、過去に同様の調査を行った時点と比べて、一部の機器が介護保健

施設等向けにシフトしている、コロナ禍にスタートした公的サービスが終了している

といった変化も確認することができた。 

課題 

《検討部会の開催》 

・地域の特徴にあわせた見守り活動について検討することで密度の高い情報交換や意見

交換ができた一方、各地域の取組案について突っ込んで話しをすると時間が足りなく

なる、全体で共通のテーマを話し合う時間が取りづらくなるという難しさがあった。 

《事業 PR の実施》 

・“地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大する”という新しい方向性を打ち出して検討

を進めたが（2-2-1）、こうした情報を発信する機会が少なかった。 

・また、見守り支援ネットワークを構成する要素を拡大したことで、ふれあい見守り推

進員、協力事業所等の協力者以外にも広く情報発信を行うことが重要となっている。 

《先進事例の検討調査》 

・調査した事例の中ですぐに取り入れることができるようなものが限られており、見守

り支援ネットワークに対して具体的に影響を及ぼすことができなかった。 

対応案 

《検討部会の開催》 

・令和６年度の開催形式を継承しながら、検討部会の第一の役割を 2-2-1 でまとめた

計画の進捗管理と位置づけて、各地域包括支援センターが求める支援内容の確認や全

体に共通する課題の検討を必要に応じて行うことで、会議の効率的な運営を図ります。 

《事業 PR の実施》 

・ニューズレターと、見守りメール配信（1-2-4）等のその他の情報発信ツールを活用

して、各地域包括支援センターの取組や各地域で行われている見守り活動を積極的に

紹介し、“地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大する”という方向性を PR します。 

《先進事例の検討調査》 

・令和 7 年度は、機器を活用した見守りの事例（追加調査）や、必要に応じて以下のよ

うな取組を実施する際に参考となるような他所の事例の収集に取り組みます。 

－はつらつ・あんしん調査（1-2-1）の調査項目の再検討 

－“地域の特徴にあわせた見守り活動を拡大する”作業の推進 
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